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神戸薬科大学カスタマーハラスメントに対する基本方針 

 

神戸薬科大学は、教育・研究を目的として構成されている協同社会であり、大学の理念を 

基礎とした教育により全ての教職員の尊厳と人権を尊重しあう姿勢を大切にしています。

全ての教職員が安心して職務に従事できる環境を確保するために、改正労働施策総合推進

法に基づき、「カスタマーハラスメントに対する基本方針」を策定しました。 

本学は、本方針に則り、教職員を守り健全な職場環境及び教育研究環境の維持・向上のた

めに適切な対応を行います。 

 

本学におけるカスタマーハラスメントの定義 

本学に対する意見・言動のうち、内容が社会通念上許容される範囲を超えるもの、または

手段・態様が社会通念上許容される範囲を超えるもので、教職員の就業環境が脅かされる

もの 

カスタマーハラスメントに該当する行為の例 

・精神的な攻撃（脅迫、中傷、人格否定、名誉棄損、侮辱、暴言等）（インターネットへ

の書き込みも含む） 

・身体的な攻撃（暴行、傷害等） 

・威圧的な言動 

・長時間にわたる執拗な要求やクレーム 

・不合理な謝罪要求や金銭要求 

・対応が著しく困難な要求 

・プライバシーの侵害 

・正当な理由のない特別対応の要求 

・その他、教職員の心身に負担を与え、就労及び教育研究に支障をきたす行為等 

＊上記は例示であって、これらに限定されるものではありません。 

 

カスタマーハラスメントへの対応 

本学においてカスタマーハラスメントに該当すると判断した場合には、以後の対応を打ち

切り、以降の構内における滞在、電話対応、書簡対応の一切をお断りする場合がありま

す。また、外部からの電話等について、妥当性の判断並びに対応力の向上を目的とし、会

話を録音する措置を講じます。 

あと、悪質な場合には、警察・弁護士等と連携し、法的措置等を含め厳正に対処します。 

発生したカスタマーハラスメントの事象については、原因の究明に努め、同様の事案の発

生を回避する対策を検討します。 
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